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醤
學
研
究
第
五
拾
九
盤

パ
ウ
ル
、
ナ
ト
ル
プ
、
「
べ

一
九
一
九
年
」
を
溜
謂
勝
む

八
○

ス
タ
ロ
ッ
テ
の
理
魚
心
士
十
義
、

長

田

新

5

四

■

　
ナ
ト
ル
プ
が
ヘ
ル
バ
ル
ト
・
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
及
び
現
今
の
敷
下
節
問
題
国
興
ぴ
錠
び
団
①
暮
巴
。
腕
試
二
一
益
臼
①

冨
暮
茜
9
》
昌
δ
曽
げ
窪
山
理
国
士
9
琵
σ
q
ω
巨
器
ε
い
ふ
一
書
を
公
け
に
し
た
二
八
九
九
年
は
、
近
世
敷
育
學

史
上
に
於
て
重
大
の
意
味
あ
る
年
で
あ
っ
た
。
此
書
は
僅
か
百
五
十
頁
の
小
冊
…
子
で
、
一
入
九
七
・

入
営
∵
年
に
亙
っ
て
ナ
ト
ル
プ
が
マ
ル
ブ
ル
ビ
の
夏
季
講
習
會
で
述
べ
書
入
回
∵
の
謙
…
義
の
公
刊
で

あ
る
が
、
こ
れ
、
に
依
て
第
十
九
世
紀
の
中
葉
以
凍
殆
ざ
敷
育
學
堺
の
寵
兜
ε
呼
ば
れ
た
ヘ
ル
バ
ル

ト
が
最
後
を
途
げ
、
新
た
に
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
が
蘇
へ
つ
て
來
淀
。
表
象
力
學
説
に
足
場
を
築
い
て
み

た
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
敷
筆
下
が
、
人
聞
の
門
根
本
衝
動
」
に
深
く
根
を
お
ろ
し
た
一
種
主
意
的
な
ペ
ス
タ

茸
ッ
チ
の
激
育
説
に
復
婦
し
や
う
こ
し
た
こ
の
新
運
動
が
、
所
謂
「
カ
ン
ト
に
蹄
れ
」
ご
い
ふ
當
代
一
般
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の
思
潮
の
一
反
映
な
り
し
こ
ざ
は
、
氣
運
を
か
く
ヘ
ル
、
バ
ル
ト
よ
り
ペ
ス
」
タ
ロ
ッ
チ
に
細
密
さ
せ
た

當
人
が
、
ナ
ト
ル
プ
ご
い
ふ
新
カ
ン
ト
派
の
一
頭
目
で
あ
っ
た
こ
ε
よ
り
も
容
易
に
察
す
る
こ
ご

が
出
家
や
う
。

　
一
雫
を
ヘ
ル
バ
ル
｝
の
攻
撃
に
、
そ
し
て
他
の
一
宇
を
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
租
述
に
當
て
た
「
ヘ
ル
バ

ル
ト
、
ベ
ス
タ
ロ
ッ
チ
及
び
現
今
の
敷
止
血
問
題
」
の
瞬
け
に
さ
る
、
や
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
醗
將
は
こ

～
を
先
度
ご
何
れ
も
八
寸
ナ
蚤
ル
プ
に
矢
を
放
つ
た
。
激
ち
ラ
イ
ン
の
編
輯
に
係
る
、
哲
學
及
び

敷
育
學
雑
誌
」
第
六
年
第
四
冊
の
實
に
六
十
頁
を
割
い
て
、
ラ
イ
ン
自
ら
は
ナ
ト
ル
プ
の
敷
育
説
を

ブ
ヲ
ユ
ー
ゲ
ー
ル
は
そ
の
心
理
説
を
、
ユ
ー
ス
ト
は
そ
の
倫
理
説
を
攻
撃
し
だ
。
當
時
雨
派
の
論
孚

は
甚
し
く
極
端
に
走
り
、
僅
か
に
彼
の
プ
ラ
ー
グ
大
義
の
ウ
ィ
ル
マ
ン
敷
授
が
、
ラ
イ
ン
の
冒
學
及
び

敷
雷
鳴
雑
誌
」
に
登
表
し
た
「
へ
〃
バ
ル
ト
激
育
學
に
慨
す
る
新
カ
ン
ト
派
」
ご
題
す
る
公
正
の
三
論

を
例
外
こ
し
、
ナ
ト
ル
プ
自
身
の
如
き
激
叩
の
鈴
り
同
誌
第
五
冊
に
於
て
プ
リ
ュ
ー
ゲ
勉
の
言
葉
尻

ま
で
捕
へ
て
論
を
戦
は
し
た
。
ラ
イ
ン
や
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
や
ユ
ー
ス
ト
等
が
主
家
の
た
め
に
扱
ん

で
た
忠
勤
も
、
時
代
の
大
勢
ご
カ
ン
ト
哲
學
を
武
器
ご
す
る
ナ
ト
ル
プ
の
露
鋒
ビ
に
は
途
に
抗
し

難
く
、
一
入
九
九
年
の
悲
棲
な
る
弔
合
戦
を
最
後
ご
し
て
、
ヘ
ル
バ
ル
、
ト
の
激
論
説
は
第
十
九
世
紀

の
幕
亡
共
に
一
旦
敷
育
學
術
の
三
塁
面
か
ら
退
い
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
パ
ウ
鋤
、
ナ
㍗
即
プ
、
「
ベ
ス
タ
ロ
ソ
チ
の
理
想
主
義
、
一
九
哺
九
年
」
為
讃
む
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
．
　
八
↓
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哲
學
研
究
第
五
捨
轟
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
八
二

　
一
入
九
九
年
「
ヘ
ル
パ
．
ル
ト
・
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
及
び
現
今
の
敷
育
學
問
題
」
を
公
け
に
し
て
、
學
界
の
氣

運
を
ヘ
ル
漣
ル
ト
よ
リ
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
同
縛
せ
ん
こ
し
た
ナ
ト
ア
プ
は
、
同
じ
年
主
著
「
野
饗
的
激

育
學
」
を
築
け
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
斌
會
的
敷
育
學
は
ペ
ス
タ
ロ
ヅ
チ
の
激
育
説
幸
町
に
「
鶴
の

歌
誓
穿
く
磐
2
σ
q
o
ω
三
四
に
明
瞭
に
現
は
れ
て
を
る
「
生
活
に
よ
る
敷
育
」
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
自
か
ら
の
標
語
に

よ
れ
ば
「
生
活
が
陶
冶
す
る
U
霧
目
①
び
窪
び
｛
置
。
こ
ご
い
ふ
愚
亭
原
理
を
襲
卑
し
、
且
つ
理
由
付
け
る
に

新
カ
ン
ト
派
の
哲
學
セ
以
て
せ
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
意
昧
に
以
て
激
育
學
者
ビ
し
て
の
ナ
ト

ル
プ
の
使
命
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
租
述
ご
螢
展
ご
に
あ
乃
ご
も
云
は
れ
得
る
。
「
翠
煙
的
激
育
學
」
を

懸
け
に
し
た
ナ
ト
ル
プ
は
、
其
後
導
い
て
ペ
ス
タ
ロ
。
チ
研
究
の
・
事
に
從
ひ
、
一
九
〇
九
年
に
は
「
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
、
其
生
涯
ご
患
望
蜀
。
ω
邑
O
N
盛
器
冨
β
の
σ
o
嶺
琶
自
ω
Φ
冨
崔
8
口
」
ご
い
ふ
書
を
公
け
に
し
た
の
で
あ

る
が
、
彼
が
爾
ほ
そ
の
中
に
「
余
が
ペ
ス
馬
齢
ッ
チ
研
究
の
事
は
、
む
し
ろ
今
後
の
こ
ε
に
顕
す
」
と
云
ひ

を
る
ご
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
彼
が
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
研
究
の
事
業
を
如
何
に
重
要
視
し
ま
だ
難
問
題
視

し
を
る
か
や
判
か
る
で
あ
ら
う
。

口

無
が
弦
に
紹
介
し
や
う
ご
す
る
「
ペ
ス
畑
江
ッ
チ
の
理
想
主
義
U
巽
南
紹
房
導
器
娼
①
離
隔
δ
§
ω
」
は
、
一
九
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一
九
年
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
解
版
で
、
ナ
ト
ル
プ
に
取
っ
て
ぼ
從
來
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
研
究
の
悪
き
た
る

こ
ε
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
而
か
も
同
時
に
［
余
が
ペ
ス
タ
ロ
。
チ
研
究
の
こ
ご
は
、
む
し
ろ
今
後
の
こ

ビ
に
属
す
」
ご
云
っ
た
そ
の
前
約
の
正
し
く
果
た
さ
れ
だ
も
の
で
、
ナ
ト
ル
プ
自
か
ら
も
「
余
は
始
め

で
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
完
全
な
圓
熟
し
た
理
解
が
出
來
、
ま
た
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
業
績
の
最
後
の
意
味
が

明
か
に
な
っ
た
ε
信
ず
る
」
ご
云
ひ
を
る
ビ
こ
ろ
か
ら
見
て
、
此
等
は
軍
に
ナ
ト
ル
プ
に
於
け
る
ペ

ス
タ
ロ
ッ
チ
研
究
事
業
ビ
い
ふ
比
較
的
限
ら
れ
た
る
意
味
に
於
て
い
な
く
、
實
に
敷
育
史
上
に
重
大

の
意
隊
あ
る
著
作
ε
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
敷
育
史
上
文
献
の
多
き
こ
ご
恐
ら
く
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
關
す
み
も
の
、
如
き
は
他
に
あ
る
ま
い
○
，

そ
の
数
多
い
軍
文
献
の
う
ち
特
に
注
目
す
べ
き
一
ご
を
数
へ
た
ら
、
や
、
古
き
も
の
に
は
ザ
イ
フ
ァ
ル

ト
の
「
ペ
ス
熱
時
ヅ
チ
の
書
簡
」
、
イ
ス
ラ
沼
川
の
ペ
ス
忌
日
ヅ
チ
傳
」
、
モ
ル
フ
の
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
傳
」
が
あ
り
、
比

較
的
新
ら
し
き
も
め
で
は
ホ
ィ
バ
ゥ
ム
の
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
一
九
一
学
年
」
ご
ウ
ィ
ゲ
ッ
｝
の
「
ペ
ス
鳥
目
ッ

チ
敷
概
説
の
基
礎
M
九
一
四
年
」
ざ
を
自
眉
ご
す
る
。
け
れ
ご
此
等
の
研
．
究
は
何
れ
も
叙
述
が
詳

し
い
．
ご
か
根
擦
が
確
か
だ
ビ
か
乃
至
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
封
ず
る
同
情
が
深
い
ビ
か
云
ふ
ま
で
や
ヤ

」
所
謂
、
レ
ー
ル
マ
イ
ス
タ
ー
た
る
ご
同
時
に
、
薬
療
者
で
あ
り
詩
人
で
あ
り
斌
會
困
者
、
で
あ
㊨
豫
言

蔚
で
あ
っ
た
彼
れ
の
思
想
．
の
全
面
を
綜
合
統
一
し
た
研
究
こ
い
ふ
も
の
は
な
い
。
ナ
寛
仁
プ
が

　
》
　
　
　
　
パ
ウ
ル
、
ナ
ト
ッ
プ
、
「
ベ
ス
タ
ロ
ツ
チ
の
理
想
主
猫
、
一
九
一
九
年
」
な
痛
む
　
　
“
、
　
　
　
　
　
r
　
　
、
入
三
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暫
學
研
究
第
王
拾
九
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
」
．
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
シ
ュ
タ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

從
來
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
研
究
を
評
し
て
「
此
、
等
は
い
は
や
建
築
用
材
を
集
め
た
ご
い
ふ
ま
で
の
こ
ξ

　
バ
　
ウ

で
、
建
築
そ
の
も
の
は
幽
し
」
ε
云
っ
て
を
る
の
は
正
當
で
あ
る
。
　
け
れ
ざ
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
思
想
の

特
徴
か
ら
見
て
、
そ
の
全
面
を
綜
合
統
一
す
る
’
こ
ざ
の
決
し
て
容
易
の
業
な
ら
ざ
る
こ
ざ
は
、
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
研
究
者
を
以
て
潜
れ
も
人
も
許
し
て
を
る
ナ
ト
ル
プ
自
身
さ
へ
一
度
は
彼
の
ラ
イ
ン
の

敷
育
僻
書
に
於
て
、
「
ペ
ス
腰
縄
。
チ
の
思
想
に
は
組
織
が
な
い
。
　
い
は
や
生
活
の
流
ご
共
に
轟
々
し

た
。
経
験
よ
り
直
接
奔
り
出
で
た
る
思
想
の
豊
富
ご
濃
渕
ご
は
、
覧
に
シ
、
ス
プ
ム
ビ
い
ふ
種
桔
を

拒
ん
だ
の
で
あ
る
」
ε
云
っ
て
を
る
の
を
見
て
も
明
か
で
あ
辱
…
る
○
・

　
け
れ
ご
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
眞
の
研
究
は
、
「
覧
に
シ
ス
｝
グ
ム
の
極
重
を
拒
ん
だ
」
ご
い
は
る
、
そ
の
複

雑
豊
富
な
全
思
想
を
、
あ
る
一
五
を
中
心
ご
し
て
綜
合
統
一
す
る
ε
こ
ろ
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
ナ
ト
ル
プ
自
か
ら
が
「
彼
（
ペ
ス
白
馬
ッ
チ
）
の
敷
育
説
の
哲
學
的
基
礎
の
新
研
究
碧
器
禦
。
琵
㌣

げ
目
撃
簿
巷
σ
q
瓢
理
冨
ロ
。
ω
o
嘗
ぎ
げ
2
Ω
彗
民
】
お
。
類
的
魯
窪
国
邑
。
穿
p
σ
q
ω
昼
げ
。
」
こ
い
ふ
又
の
名
を
附
し
て
貫
け
に

し
た
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
理
想
主
義
」
は
、
ナ
ト
ル
プ
が
自
か
ら
も
公
言
し
て
を
る
や
う
に
、
ペ
ス
タ
ロ
ヅ
チ

の
「
完
全
な
圓
熟
し
た
」
研
究
で
あ
り
、
ま
た
全
思
想
の
統
一
的
な
根
本
的
な
郎
ち
謂
ふ
ざ
こ
ろ
の
「
哲

學
朗
な
「
新
研
究
」
な
の
で
あ
る
o



三

20」r

　
從
來
「
シ
ス
ナ
ム
無
し
」
ご
刻
印
さ
れ
來
つ
た
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
・
敏
玄
翁
を
哲
學
的
基
礎
の
上
に
綜

合
統
一
せ
ん
ピ
企
て
た
ナ
塾
ル
プ
は
、
先
「
づ
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
飼
育
學
」
ビ
呼
び
得
る
理
論
が
あ
り
ご
す

る
な
ち
ば
、
そ
の
理
論
の
根
糠
は
哲
學
的
か
乃
至
は
経
験
的
か
、
ま
た
詰
り
に
哲
學
的
こ
す
る
な
ら

ば
、
そ
は
時
代
の
哲
學
の
一
般
的
影
響
に
依
る
も
の
か
、
そ
れ
ご
も
彼
自
か
ら
に
固
有
の
も
の
で
あ

へ
っ
だ
か
ご
い
ふ
問
題
を
提
出
し
、
且
つ
経
験
的
色
彩
の
濃
厚
な
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
の
激
言
説
に
飽
く
ま

で
哲
學
的
基
礎
の
存
在
す
る
こ
ご
を
主
張
せ
ん
ご
し
た
ナ
ト
ル
プ
は
、
上
の
諸
藩
題
に
答
、
へ
る
豫

件
ご
し
て
、
〔
身
命
的
か
喜
ま
ω
o
℃
ぼ
ω
。
疑
経
験
的
か
①
ヨ
℃
甚
ω
o
ど
ご
い
ふ
問
そ
の
も
の
、
暖
昧
な
る
こ
ご

を
指
摘
し
て
次
の
や
う
に
論
じ
だ
。
そ
も
く
「
哲
學
的
か
経
験
的
か
」
ざ
い
ふ
問
そ
の
も
の
、
要

當
を
鮫
く
こ
ご
は
ペ
ス
」
タ
ロ
ッ
チ
の
敷
育
説
が
哲
憂
欝
基
礎
を
有
す
ε
主
張
す
る
入
が
、
必
ず
し
も

ペ
ス
タ
η
ッ
チ
の
敷
育
説
に
於
け
る
経
験
的
基
礎
を
拒
み
得
な
い
し
ま
た
拒
む
を
要
せ
な
い
ご
い

ふ
こ
こ
か
ら
も
明
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
純
粋
理
性
U
批
鋼
に
於
て
コ
切
の
吾
々
の
認
識
は
維
，

験
ε
共
に
始
ま
る
］
ご
云
ひ
、
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
の
附
録
に
託
て
も
「
事
物
の
一
切
の
認
識
は
…
…
…
纒
験
・

　
　
　
　
　
　

に
覧
て
の
み
置
ハ
理
で
あ
る
」
ご
云
ド
っ
て
を
る
が
、
悟
性
圏
経
験
ご
の
伝
話
、
ま
た
は
暫
二
軍
維
験
ξ

　
　
　
　
バ
諺
ヂ
塾
．
ル
プ
、
「
ペ
ス
タ
罫
チ
の
理
想
主
義
、
一
九
晃
年
冠
讃
む
　
＼
　
　
　

、
入
五
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お
　
へ

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
五
拾
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
八
六

の
關
係
は
、
も
ざ
不
可
分
的
の
も
の
で
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
、
思
想
に
於
て
も
敢
て
煩
雑
な
画
讃
を
試
み

　
　
　
　
　
　

る
ま
で
も
な
く
こ
の
こ
ビ
が
云
ひ
得
ら
る
、
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
・

　
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
敷
育
説
が
哲
婦
を
汚
く
ご
い
ふ
こ
ビ
は
、
古
來
多
く
の
敷
育
史
家
の
一
致
す
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
ナ
ト
ル
プ
は
飽
く
ま
で
暫
學
の
存
，
在
を
主
張
し
、
特
に
カ
ン
ト
ご
樹
照
し
カ

ン
ト
に
結
合
せ
ん
ご
努
め
て
を
る
。
．
學
説
そ
の
も
の
に
於
け
る
哲
學
的
基
礎
の
山
越
は
後
に
譲

り
、
ペ
ス
タ
ロ
。
チ
の
生
涯
に
は
彼
の
思
想
が
暫
學
的
面
構
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
多
く
の
機
會
．
が
あ

っ
た
。
共
一
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
學
で
受
け
た
ラ
ル
フ
哲
學
の
影
響
で
あ
り
、
其
二
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に

於
け
る
濁
逸
思
想
家
ご
の
交
際
で
あ
り
、
其
三
は
三
尊
相
照
ら
し
た
フ
ィ
ヒ
ク
ご
の
接
欄
で
あ
り
、
其

四
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
肱
股
の
臣
ビ
も
云
ふ
べ
き
隔
心
二
二
ー
ド
ラ
ー
の
半
玉
で
あ
る
Q

　
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
が
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
貫
に
學
ん
だ
當
U
時
、
こ
の
大
學
に
最
も
勢
力
の
あ
っ
た
の
は
カ

ン
ト
の
師
ぞ
リ
ス
チ
ャ
ン
、
ラ
ル
フ
の
哲
學
で
、
ベ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
こ
の
雰
園
氣
の
う
ち
に
熟
心
に
勉
強

し
淀
ビ
の
こ
ご
で
あ
る
。
　
一
七
八
七
年
デ
ー
ン
ハ
ル
ト
ビ
グ
ル
ト
ル
ー
・
1
3
」
の
第
四
懇
公
刊
後
文

筆
生
活
が
全
然
失
敗
に
着
り
、
二
っ
て
陥
っ
た
無
一
文
の
貧
乏
生
活
は
、
十
年
の
久
し
い
尊
王
域
の

彼
を
ノ
イ
ホ
ー
プ
に
沈
黙
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
最
も
注
意
す
べ
き
は
彼
が
ラ
イ
プ
チ

ヒ
に
行
っ
て
ク
ロ
プ
ス
ト
ッ
ク
・
ゲ
ー
ヲ
・
フ
ィ
ー
ラ
ン
ド
・
ヘ
ル
デ
ル
さ
て
は
や
コ
ゼ
等
二
時
の
思
想
界
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に
時
め
い
た
幾
多
め
藝
術
家
哲
學
者
ご
交
は
つ
て
猫
逸
の
理
想
主
義
的
思
想
の
洗
禮
を
受
け
た

こ
ご
で
あ
る
。
若
し
盛
れ
彼
と
フ
ィ
ヒ
ク
こ
の
交
は
り
に
至
っ
て
は
取
り
わ
け
濃
厚
な
あ
る
も
の

が
あ
っ
π
の
で
、
一
七
九
七
年
に
は
彼
は
数
日
の
長
き
問
フ
ィ
ヒ
グ
ご
同
居
し
、
哲
學
や
数
育
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

互
に
談
を
交
は
し
合
っ
た
。
ま
だ
フ
ィ
ヒ
テ
が
チ
ュ
ー
ソ
ヒ
に
滞
在
し
て
居
た
頃
二
人
の
往
來
は
殊

更
繁
か
っ
た
ご
の
こ
ご
で
あ
る
が
、
か
く
二
人
を
力
弼
く
引
き
付
け
た
マ
グ
子
．
ト
の
一
つ
は
、
固
よ

　
史
家
の
云
ふ
や
う
に
二
人
の
夫
人
が
互
に
親
友
で
あ
っ
た
ご
い
ふ
こ
ε
で
あ
ら
う
が
、
余
は
夏

ら
に
大
き
な
理
由
こ
し
て
雨
者
に
於
け
る
思
想
上
の
一
致
も
し
く
は
共
鳴
を
数
へ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ

　
　
　
　
　
　
　
燗

の
敷
育
思
想
を
う
か
や
ふ
唯
一
つ
の
著
作
ご
も
云
ふ
べ
き
彼
の
｛
濁
声
國
民
に
告
ぐ
」
に
鋳
て
、
護
者

は
ペ
ス
タ
ロ
・
ヅ
チ
の
名
前
が
如
何
に
屡
々
引
き
合
ひ
に
出
さ
る
＼
か
、
ま
た
さ
な
く
ざ
も
如
何
に
多

く
の
べ
ス
タ
ロ
ッ
テ
的
思
想
の
散
見
し
居
る
か
に
驚
く
で
あ
ら
う
。
ま
だ
、
一
七
九
七
年
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
の
公
け
に
し
た
「
人
類
登
達
に
於
け
る
自
然
の
行
路
」
が
著
し
く
哲
學
的
色
彩
を
帯
び
來
つ
た
の

は
、
フ
ィ
ヒ
ラ
の
忠
告
に
基
く
も
の
と
一
般
．
に
云
は
れ
て
を
る
。
屑
フ
ェ
ル
タ
ン
時
代
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

に
助
勢
し
、
特
に
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
思
想
を
哲
學
化
す
る
に
激
っ
て
カ
あ
っ
た
の
は
二
ー
ド
ラ
ー
で

あ
る
が
、
彼
が
二
三
ド
ラ
ー
ビ
相
知
る
…
遊
か
以
前
、
帥
ち
一
七
九
四
年
ペ
ス
タ
ロ
ゾ
チ
は
彼
の
思
想
が

本
質
土
カ
ン
ト
哲
學
の
結
果
に
著
し
く
接
近
し
を
る
」
ビ
い
ふ
こ
ご
を
フ
ィ
ヒ
ラ
、
か
ら
了
い
て
少
か

　
　
　
　
パ
ウ
ル
、
ナ
｝
ル
プ
、
「
べ
・
ズ
タ
ロ
ソ
チ
の
理
想
主
義
、
一
九
一
九
年
」
た
誠
む
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七

　
　
　
　
　
　
　
　
洲
－



，
鯛

　
　
　
　
哲
學
研
炎
　
第
五
拾
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
日
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ら
す
毒
ん
だ
ご
い
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
か
く
槻
織
れ
ば
ナ
ト
ル
プ
が
「
ペ
ス
タ
ロ
ツ
チ
の
理
想
圭
義
」
の

全
篇
に
亙
っ
て
力
説
せ
ん
ご
し
て
を
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
藪
風
説
に
於
け
る
哲
學
的
基
礎
は
、
少
く
ざ

も
彼
の
生
涯
の
勤
勉
よ
り
見
て
、
極
め
て
プ
ロ
バ
ブ
ル
の
こ
ご
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
四

　
ナ
ト
μ
プ
は
論
を
す
、
め
て
、
経
験
に
基
づ
く
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
敏
育
説
の
哲
學
的
墓
礎
は
然
ら
ば

何
で
あ
る
か
、
ペ
ス
タ
ロ
。
チ
は
何
虜
ま
で
そ
の
そ
の
哲
学
的
基
礎
を
意
識
し
且
つ
定
式
化
し
た
か
、

ま
た
そ
の
哲
學
的
基
礎
は
直
畳
的
即
ち
ヘ
ル
デ
ア
の
謂
ふ
ε
こ
ろ
の
本
能
的
管
。
。
警
窪
写
な
も
の

で
あ
る
か
、
そ
れ
ご
郁
何
等
か
の
形
に
於
て
論
理
的
登
展
が
、
試
み
ら
れ
て
を
る
か
、
ビ
い
ふ
や
ラ
な

問
題
を
提
出
し
だ
。
こ
れ
に
封
ず
る
ナ
ト
ル
プ
自
身
の
同
答
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
り
ま
た
大
謄

で
あ
る
。
す
な
ば
ち
ペ
ン
タ
廿
ヅ
升
敢
育
説
の
哲
學
的
基
礎
は
働
、
↑
ま
で
も
濁
逸
哲
學
本
來
の
理

想
主
義
的
認
識
概
念
，
、
U
巽
建
。
聾
。
・
臨
。
。
9
？
彰
同
（
①
毒
9
卸
ω
ぴ
①
σ
q
二
鴫
に
あ
る
。
そ
し
で
こ
の
曝
葬
的
基
礎
は

ペ
ス
阿
戸
ヅ
チ
の
杢
思
想
を
貫
く
主
流
で
あ
っ
て
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
自
か
ら
も
明
瞭
に
こ
れ
を
意
識
し

且
つ
定
式
化
も
し
た
。
だ
堕
そ
の
意
識
の
仕
方
ご
定
式
化
の
仕
方
ご
に
至
っ
て
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

の
性
格
ご
思
想
ご
に
裏
付
け
ら
れ
て
彼
臼
身
に
濁
自
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な



い
。
‘
蓋
し
分
析
的
な
心
様
に
樹
し
て
は
、
も
ご
～
Y
同
情
も
無
け
れ
ば
ま
た
そ
の
空
回
も
無
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
む
キ
　
　
ミ
ミ
　
き
き
　
く

た
彼
の
思
索
の
態
度
侭
、
勢
ひ
綜
合
的
で
か
璽
扉
、
直
畳
的
で
あ
り
、
從
．
つ
て
彼
恩
自
己
の
所
得
を
…
嚴
密

な
論
「
理
に
照
ら
し
て
螢
表
せ
ん
ご
は
し
な
ん
だ
の
で
あ
る
。
彼
の
立
説
の
態
度
が
絡
じ
「
て
認
識

鳶
凧
的
先
験
哲
學
的
で
な
く
て
む
し
ろ
心
理
的
で
あ
っ
、
た
の
も
、
豆
偏
ぺ
・
ス
タ
ロ
ッ
テ
の
性
格
ご
思

想
ビ
に
於
け
る
か
、
る
特
徴
か
ら
來
た
自
…
然
の
滋
行
で
あ
る
。

『
　
五

209

　
さ
て
第
十
入
世
紀
の
む
し
ろ
中
葉
以
後
に
於
け
る
彼
の
啓
蒙
蓮
動
の
纏
承
者
を
支
配
し
セ
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
～
～
一
…
〔
，
～
、

代
思
潮
の
一
般
的
影
響
を
受
け
て
、
ペ
ス
淫
乱
。
チ
は
人
聞
誠
再
議
、
の
熱
熱
、
從
て
ま
た
人
間
敷
畳
の
根

本
を
ば
、
理
想
主
義
的
認
識
の
う
ち
に
求
め
だ
ゆ
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
敷
前
説
が
認
識
概
念
に
深
く
根

を
お
ろ
し
て
居
π
こ
ご
を
先
づ
明
か
に
せ
ん
ε
し
た
ナ
ト
ル
ブ
は
人
間
精
管
の
諸
相
に
醤
す
る

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
見
方
を
次
の
如
く
説
明
し
た
。
ペ
ス
タ
ロ
ヅ
チ
は
當
時
の
多
く
の
濁
心
証
學
者
の

や
う
に
一
蔵
入
漏
精
紳
に
思
惟
ご
心
情
ご
意
志
ご
の
三
者
を
臓
翻
し
な
が
ら
、
而
か
も
な
ほ
明
瞭

に
こ
の
三
者
の
統
一
的
一
方
な
る
こ
ご
を
述
べ
て
を
る
Q
す
な
は
ち
ペ
ス
、
タ
▽
ッ
チ
に
從
へ
ば
意

志
ご
威
情
ε
の
間
に
は
切
ヶ
離
す
こ
ご
の
田
心
な
い
内
部
的
の
關
係
が
あ
っ
て
、
未
だ
意
志
た
ら

　
　
　
、
弐
吻
ッ
、
ナ
ふ
ル
ブ
、
「
ペ
ス
タ
・
孝
の
理
想
主
義
、
一
九
華
年
」
為
工
む
，
　
　
　
　
　
・
八
九
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哲
學
研
究
・
第
瓢
拾
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

ざ
る
域
情
は
、
言
は
や
意
志
た
る
べ
く
十
分
な
熟
度
を
具
へ
ぬ
筆
墨
に
外
な
ら
な
い
。
而
か
も
一

度
意
志
ε
な
れ
ば
、
そ
は
既
に
そ
の
う
ち
に
目
鮒
方
向
へ
の
統
一
を
含
み
、
且
つ
目
的
方
向
へ
の
統

一
ご
い
ふ
こ
ご
・
は
目
的
意
識
ビ
い
ふ
意
識
の
事
柄
ビ
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
認
識
か
ら
切
り

離
す
こ
ご
が
出
來
な
い
。
思
惟
は
亦
戚
情
が
意
志
ε
な
り
意
志
が
努
力
こ
な
っ
て
獲
動
ず
る
そ

の
努
力
に
墾
加
す
る
意
識
で
あ
る
か
ら
、
人
間
精
紳
の
三
つ
の
相
ご
し
て
の
思
惟
ご
戚
情
ご
意
志

ご
は
、
要
す
る
に
入
間
意
識
の
最
後
の
あ
る
源
が
流
れ
來
る
異
な
る
光
に
過
ぎ
滋
ご
い
ふ
ご
ご
に

一
な
る
。
　
ペ
ス
タ
買
ッ
チ
は
そ
の
腱
女
作
「
隠
者
の
夕
暮
》
σ
窪
畠
ぎ
廷
2
0
貯
。
ω
国
貯
ω
δ
島
窪
・
・
」
に
立
て
早
く

も
こ
の
問
題
に
継
れ
て
を
る
。
「
隠
者
の
夕
暮
」
に
曾
て
眞
理
の
問
題
を
取
扱
っ
て
を
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
は
、
眞
理
を
以
て
人
性
の
内
部
に
潜
み
而
か
も
何
人
も
否
定
す
る
こ
ご
の
出
來
な
い
翼
理
心
．

～
く
夢
島
Φ
譲
昌
崔
の
創
造
す
る
ε
こ
ろ
ビ
見
て
を
る
。
　
こ
の
眞
理
心
は
ペ
ス
タ
ロ
‘
ヅ
チ
自
ら
設
明
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ご
こ
ろ
に
依
て
も
明
か
な
る
が
如
く
、
吾
々
が
眞
理
を
認
識
す
る
そ
の
認
識
の
カ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
、
，
コ
、
ヘ
リ
～

　
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
敷
育
説
の
一
つ
の
中
心
親
電
は
．
直
槻
》
口
ω
魯
碧
§
σ
q
の
原
理
で
あ
る
。
彼
の
直
槻

は
ル
ッ
ソ
ー
や
汎
愛
派
の
五
帝
の
如
く
軍
な
る
外
部
的
の
も
の
で
は
な
く
て
、
「
内
部
の
心
貯
器
「
窪
窪

しり

{
こ
ご
し
て
の
認
識
能
力
に
深
く
根
ざ
し
て
を
る
。
直
槻
は
一
種
の
認
識
で
は
あ
る
が
、
そ
は
心
．

の
露
な
る
あ
る
中
心
よ
り
來
る
認
識
す
な
は
ち
内
書
H
雪
。
ω
9
磐
　
、
で
な
く
て
は
な
ら
訟
Q
普
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遍
的
な
ま
た
必
然
的
な
眞
理
の
認
、
識
に
劉
し
て
ペ
ス
タ
▽
。
チ
の
直
営
の
原
理
の
事
案
あ
る
は
、
そ

の
七
二
が
か
く
「
内
部
の
心
］
こ
し
て
の
認
識
能
力
に
深
く
根
ざ
し
て
を
る
か
ら
で
あ
る
。
ペ
ス
タ

ロ
。
チ
は
か
く
興
理
の
問
題
を
認
識
の
内
的
塞
礎
の
上
に
打
ち
立
て
た
ば
か
り
で
な
く
て
、
人
聞
諸

往
爲
の
源
を
な
す
信
念
、
す
、
ん
で
は
宗
漱
の
本
質
ま
で
も
根
源
的
な
る
認
識
概
念
に
而
て
裏
付

・
け
た
。
　
即
ち
．
信
念
は
…
急
な
る
認
識
な
ら
ざ
る
こ
ε
固
よ
り
で
あ
る
が
、
さ
り
こ
て
ま
だ
認
識
で
な

い
ご
は
云
は
れ
な
い
。
蓋
し
信
念
の
内
容
は
こ
れ
を
信
ず
る
者
に
取
っ
て
は
動
か
す
こ
ご
の
出

來
な
い
眞
理
で
あ
る
こ
い
ふ
意
味
に
於
て
、
信
念
も
亦
結
局
一
の
認
識
ー
ト
根
源
的
な
認
識
で
あ
る
。

宗
敏
、
の
本
質
に
締
て
の
彼
の
考
が
認
識
的
基
礎
の
上
に
立
つ
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
彼
が
虚
心
の
本
質

を
一
種
の
内
部
判
漸
貯
滞
『
C
h
け
亀
ご
見
て
を
る
と
こ
ろ
が
ら
明
か
で
あ
る
。
　
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
依

れ
ば
宗
激
生
活
の
核
子
は
、
自
分
の
う
あ
に
自
分
を
据
え
て
こ
れ
眉
掃
を
宣
告
し
且
つ
放
免
せ
ん

ε
す
る
我
が
内
部
の
斜
断
作
用
で
あ
る
。

　
か
く
て
人
間
海
面
の
諸
相
に
認
識
的
面
癖
を
、
認
め
た
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
、
同
時
に
一
切
認
識
の
最

後
の
源
を
自
我
の
陶
内
部
に
求
め
た
の
で
あ
る
◎
総
じ
て
理
想
主
義
的
思
想
は
最
後
の
内
的
憶
測

を
敏
く
ご
こ
ろ
の
認
識
を
許
さ
な
い
。
図
葺
の
言
。
β
の
国
「
な
る
接
頭
僻
は
、
既
に
吾
々
の
認
識
が
め

・
源
か
ら
來
・
事
を
億
味
ル
で
を
左
。
老
の
あ
・
源
溢
す
な
は
ち
自
我
で
あ
・
。
主
槻
を
離

　
　
　
　
パ
匝
ル
、
ナ
識
プ
、
「
ベ
ス
哲
還
の
慧
講
、
一
九
尻
卜
し
藷
淘
、
，
　
　
　
r
　
九
7
　
　
帖
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哲
學
研
究
第
五
拾
九
號
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
九
こ

れ
た
外
物
を
許
す
こ
ご
の
出
來
な
い
理
想
ま
義
に
立
て
ば
、
人
聞
意
識
は
一
つ
の
働
ち
き
で
あ
り
、

そ
の
働
ら
き
は
罪
な
る
樹
象
を
受
け
ん
こ
す
る
働
ら
き
で
は
な
く
て
、
實
に
内
な
る
我
が
外
な
る

物
に
働
ら
き
か
け
ん
こ
す
る
能
動
的
な
意
志
の
動
作
で
あ
る
Q
從
っ
て
す
べ
て
の
物
に
働
ら
き
「

か
け
、
す
べ
て
の
物
を
認
識
せ
ん
こ
す
る
源
は
自
我
そ
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
澱
Q
「
人
は
萬
物

の
尺
度
5
で
、
あ
な
」
ご
云
っ
た
プ
ロ
タ
ゴ
、
ラ
ス
の
言
葉
は
意
昧
深
い
。
先
験
哲
學
者
で
な
か
っ
た
ペ

ス
タ
ロ
ッ
チ
、
そ
の
敷
育
説
を
必
ず
し
も
先
験
．
平
銀
の
上
に
打
ち
築
ぐ
必
要
を
戴
じ
な
か
っ
た
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
が
か
＼
る
反
省
を
敢
て
せ
な
ん
だ
こ
ご
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ざ
そ
は
ナ
ト
ル
プ

も
断
言
し
て
を
る
や
う
に
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
敷
愚
説
が
事
々
理
想
主
叢
的
認
識
概
念
を
根
擁
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
が

て
居
た
ご
い
ふ
こ
ご
を
少
し
も
妨
げ
訟
。
聖
自
我
を
一
切
の
、
而
し
て
ま
だ
永
遽
の
生
産
者
ご
見
る

思
想
は
濁
逸
理
想
圭
義
の
中
核
で
、
エ
ク
ハ
ル
ト
・
ル
ー
ラ
ル
を
始
め
ご
し
て
す
べ
て
の
濁
逸
の
宗

漱
的
天
才
哲
學
的
天
才
、
わ
け
て
第
十
八
世
紀
の
濁
逸
思
想
家
・
が
一
人
の
例
外
な
し
に
奉
じ
だ
と

こ
ろ
。
こ
の
同
じ
理
想
主
義
を
呼
吸
し
腱
験
し
、
こ
の
同
じ
理
想
主
義
を
地
盤
ビ
し
て
敷
育
説
を

構
へ
淀
の
が
、
わ
が
ベ
ス
タ
篇
ッ
チ
で
あ
り
、
從
っ
て
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
が
瑞
西
の
地
に
産
れ
な
こ
ご
は
偶

々
天
の
過
失
で
あ
っ
て
、
彼
は
當
然
理
想
圭
義
の
花
険
く
濁
逸
の
土
地
に
産
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈

で
あ
っ
た
こ
、
ナ
ト
ル
ブ
は
例
の
ア
ル
プ
ル
ヒ
難
風
の
口
吻
で
繰
返
す
の
で
あ
る
。
（
未
完
）

N


